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APECとは
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 APEC（Asia-Pacific Economic Cooperation） アジア太平洋経
済協力）はアジア太平洋地域の21の国と地域が参加する経済協
力の枠組み。経済規模で世界全体のGDPの約6割、世界全体の
貿易量の約5割及び世界人口の約4割を占め、アジア太平洋地

域の持続可能な成長と繁栄に向けて、貿易・投資の自由化、ビジ
ネスの円滑化、経済・技術協力等の活動を行っている。

参加エコノミー：オーストラリア、ブルネイ、カナダ、チリ、中国、中
国香港、インドネシア、日本、韓国、マレーシア、メキシコ、ニュー
ジーランド、パプアニューギニア、ペルー、フィリピン、ロシア、シン
ガポール、チャイニーズ・タイペイ、タイ、アメリカ、ベトナム



APEC女性と経済フォーラム2016
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 APEC地域の経済発展のためには、女性の新たな経済機会の創

出が不可欠であるとの認識の下、女性と経済に関する閣僚と民間
参加者が一堂に会する会合。2011年から同様の形式で開催。

本年は6月27日（月）から30日（木）まで、ペルー・リマで開催。
（会場はリマ・コンベンションセンター）

 「グローバル市場における女性の経済的統合への障壁の突破
(Breaking barriers to economic integration of women in the global market)」をメイン
テーマとし、5つのサブテーマのもと議論。

 APEC域内の閣僚、民間企業の役員や女性起業家、学識経験者
らが会議に参加。



これまでの経緯（2011年～）
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■ APEC女性と経済サミット（WES) 2011年9月13～16日 米国・サンフランシスコ

女性の「資本へのアクセス」「市場へのアクセス」「能力や技能形成」「リーダーシップの向上」をテーマ

に、女性と経済に関する政策パートナーシップ（PPWE)やハイレベル政策対話（HLPD)等が開催され

た。HLPDでは中塚一宏内閣府副大臣が我が国の取組についてスピーチを行った。

■ APEC女性と経済フォーラム（WEF) 2012年6月28～30日 ロシア・サンクトペテルブルク

「女性と革新的経済成長」をテーマに「革新的経済」「ビジネス機会」「人的資源」をサブテーマとして

PPWE,HLPD等が開催された。HLPDでは中川正春内閣府特命担当大臣（男女共同参画）が我が国

の取組についてスピーチを行った。

■ APEC女性と経済フォーラム（WEF）2013年9月6～8日 インドネシア・バリ

「経済の推進役としての女性」をテーマに、「構造改革」「女性とICT」及び「インフラと人的資源」をサブ

テーマとしてPPWE, HLPD等が開催された。HLPD及び初めて開催された「中小企業大臣・女性と経済

担当大臣合同会合」において森まさこ内閣特命担当大臣（男女共同参画）が我が国の取組についてス

ピーチを行った。



これまでの経緯（2011年～）
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■ APEC女性と経済フォーラム（WEF）2014年5月21～23日 中国・北京

「女性の力を結集し、アジア太平洋地域の経済を発展させる」をテーマに、「女性とグリーン発展」「女性

と地域経済貿易協力」「政策サポートと女性の経済参画」をサブテーマとしてPPWE, PPDWE,（女性と

経済に関する官民対話） HLPD等が開催された。HLPDでは岡田広内閣府副大臣が我が国の取組に

ついてスピーチを行った。

■ APEC女性と経済フォーラム（WEF）2015年9月16～18日 フィリピン・マニラ

「包摂的な成長の原動力としての女性」をテーマに「女性と包摂的なビジネス（エンパワーメント）」、「女

性とグローバル・バリューチェーン（イノベーション）」、「女性と持続可能な開発（強靭性）」をサブテーマ

としてPPWE, PPDWE,（女性と経済に関する官民対話） HLPD等が開催された。HLPDでは石原一彦

内閣府審議官が我が国の取組についてスピーチを行った。
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会合のメインテーマ
「グローバル市場における女性の経済的統合への障壁の突破」

5つのサブテーマと課題

 経済支援制度：包摂的な成長のための無償の家事・ケア労働の認識、削減、再
分配」
どのエコノミーにおいても女性が育児・介護や家事の大半を行っており、この不平等な負担が、
教育、市場、雇用へのアクセス等に制限をもたらしている。

 経済発展の文脈における性別に基づく暴力がもたらすコスト
ジェンダーに基づく暴力が女性・女児の人権を侵害するだけでなく、例えば保健サービスの提供、
収入の損失、生産性の低下等による高い経済コストと人的資本にマイナスの影響を与える。

 資本へのアクセスのための金融・経済リテラシーと包摂
女性が金融システムやサービスにアクセスする際に男性よりも不平等な扱いに直面することは、
女性の起業などに特に重要である。

 経済的包摂のための情報リテラシー
ICT(情報通信技術)が、事業及び雇用機会の拡大等に有用であり、女性および女児のデジタル
対応能力を強化することが必要。 また、STEM（科学・技術・工学・数学）分野への女性の参入の
促進が必要である。

 女性が指導する中小企業の国際化
女性の中小企業の成長及び国際市場へ参入には、財政的・非財政的な多くの障壁がある。



6月27日（月）
・女性と経済に関す
る官民対話
（PPDWE）

6月28日（火）
・女性と経済に関
する政策パート
ナーシップ会合
（PPWE）1日目

・WE-APECワーク
ショップ（女性起業家
支援のためのオンライ
ン・プラットフォーム等
実施のためのワーク
ショップ）

6月29日（水）
・PPWE2日目

・STEMワークショップ
（STEM分野への女性の参画
強化のためのワークショップ）

・APEC BEST AWARD
（女性起業家表彰イベント）

・歓迎夕食会

6月30日（木）
・女性と経済に関する
ハイレベル政策対話
（HLPD）

・閉会式

APEC女性と経済フォーラム2016プログラム
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日本からの参加者

高木 宏壽 内閣府大臣政務官

林 文子 横浜市長

光畑 由佳氏（民間代表）
（有）モーハウス代表

お茶の水女子大学被服学科を卒業後、（株）パルコでの美術企画、建築関係

の編集者を経て、1997年の2人目の出産後、電車の中での授乳体験を機に、

「産後の新しいライフスタイル」を提案するため授乳服の製作を開始。

2009年内閣府主催「女性のチャレンジ賞」受賞

2010年 グッドデザイン賞

2013年 経済産業省 ダイバーシティ経営100選
2104年、APEC女性と経済フォーラムで日本代表の一人としてスピーカーを務めた。

関係省庁（内閣府、外務省、経済産業省）
（有）モーハウス代表 光畑 由佳林 文子 横浜市長

高木 宏壽 政務官



女性と経済に関する官民対話（6/27）
PPDWE: Public-Private Dialogue on Women and the Economy  

 冒頭、ワイタ・ペルー女性社会的弱者省大臣から、持続可能な開発に向けて女性のエン
パワーメントの重要性を認識し努力していくことの重要性について言及があった。

 分科会セッションでは、光畑氏がスピーカーとして参加し、自身の経験から起業したこと
や現在の活動についてスピーチした。

官、民、学識経験者などから女性リーダー等が参加し、サブテーマ
に沿って活発な議論が行われた。
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パネルディスカッションの様子 分科会セッション



女性と経済に関する政策パートナーシップ（6/28・29)
PPWE: Policy Partnership on Women and the Economy 

各エコノミーから官（実務者級）、民（役員級）が参加し、女性と経済
に関する各エコノミーの取組の発表、PPWE戦略計画及び女性と経
済フォーラム声明案の議論などが行われた。

 華房内閣府大臣官房審議官が、第4次男女共同参画基本計画や女性活躍推進法など日
本国内における取組状況を報告。

 APECにおいて実施している日本プロジェクト「2020年までに管理職に占める女性の割合
を高めるための取組」（外務省）及び「女性役員登用好事例調査」（経済産業省）の実施状
況について紹介するなど、日本の貢献について報告を行った。
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華房審議官による日本の発表 参加者によるフォトセッション
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サイドイベント APEC BEST AWARD（6/29）
APEC Business Efficiency and Success Target Award 

APEC域内における女性の起業の発展に対するマスメディア、実業

界及び官界の関心を高めること等を目的とした表彰イベントが開催
された。林横浜市長が開会挨拶を行った他、光畑氏がプレゼンテー
ションに参加。

オープニングスピーチを行う林横浜市長 プレゼンをする光畑氏と
授乳実演をした現地のお母さん・赤ちゃん

9エコノミーから12名が参加



女性と経済に関するハイレベル政策対話(6/30）
HLPD: High Level Policy Dialogue on Women and the Economy 
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高木政務官が、国内の女性活躍推進の取組のほか、WAW!（国際女性会議）の開催や

SDGs策定後初めてのG7サミット開催国として、Ｇ７伊勢志摩サミットにおいて、女性の活

躍推進に向けたイニシアティブを主導していることなど国際的な貢献についてスピーチを

行った。

林横浜市長が「日本一 女性が働きやすい、働きがいのある都市」を目指す横浜の取組を

中心に、基調講演を行った。

最終日には、各エコノミーの閣僚級により、女性と経済に関するス
ピーチが行われた。

高木政務官によるスピーチ 各エコノミーの代表によるフォトセッション 林横浜市長による基調講演
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閉会

APEC Women and the Economy 2016 Forum Statement
BREAKING BARRIERS TO THE ECONOMIC INTEGRATION OF

WOMEN IN THE GLOBAL MARKET の採択

閉会式の様子

 閉会式において、フォーラムの成果である「声明」
が採択された。

 この「声明」は、１１月に開催されるAPEC首脳会
合に提出される予定。

 次年度会合はベトナムで開催される。
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参加エコノミーとの会談・チリ共和国訪問

フォーラムの開催期間中、高木政務官は参加エコノミーの閣僚級と、
女性活躍の状況や推進の取組について懇談や意見交換を行った。

また、隣国のチリ共和国を訪問し、パスクアル女性・ジェンダー平等
大臣、バルセナ国連ラテンアメリカ・カリブ経済委員会事務局長と意
見交換を行った。

チリのパスクアル女性・ジェンダー平等大臣
左から2番目：高木政務官
中央：パスクアル大臣

チリ・サンティアゴ市に本部を置く国連ラテ
ンアメリカ・カリブ経済委員会のバルセナ
事務局長

APEC会場において、ペルーのワイタ女
性社会的弱者省大臣


